
 

 

 

 今回は中国についての最近の記事や書籍からの資料を貼り付けます。中国について少しでも良いことを言えば、親中国だとか反日だとか反米だと批判しようとする愚か者が今の日本中で跋扈（ばっこ＝自分たちが常に正しいの

であると思って偉そうにふるまうこと）しています。しかし、少しでもまじめに学習をした人なら、中学や高校の教科書で「そもそも今の日本人は稲作と共にやってきた中国からの渡来人である」ということ、そして弥生時代か

ら大和や奈良や平安時代そして室町時代まで、日本という国は、中国という大国（王朝は何度も変わっています）が近くにあり、朝鮮（高句麗・百済・新羅の時代そして 1392 年から日清戦争の時までの朝鮮国）という隣国があ

ったがゆえに、国家として発展してきたということは常識のはずです。私の尊敬する九州大学でも講義された弁護士の先生が「中国は弥生時代から大和・飛鳥・奈良・平安時代を導いてくれた中国は日本の歴史にとってのお父さ

んお母さんであり」「朝鮮は稲作や仏教を伝えてくれた日本にとってのお兄さんお姉さんである」と言われることに、私は無条件に賛意を示します。それにもかかわらず日本人に反中国、反韓国の人が多いのは、①一つには明治

維新政府が韓国や中国への侵略をし続けてこれらの国を日本に劣った国というイメージを植え付けたこと、②もう一つには戦後から現在までの冷戦下で、アメリカはその敵対国である共産党が支配する中華人民共和国と、アメリ

カの属国である日本人が、日本人が中華人民共和国好きにならないように、いろいろな手段を通じて日本人を洗脳してきたからなのです。しかし今や世界は中国中心に動き出しています。今後の世界が今まで通りにアメリカ中心

に動くとは考えられません。そこで、今の中華人民共和国についてのいくつかの資料を貼り付けます。尚、森は建国時のアメリカの民主主義や今の善良なアメリカ人が好きであり、アメリカの車や映画や音楽で人生を楽しんでき

ており、まさしく親米的な人間なのです。しかし今の時代に「親米や反米」「親中国や反中国」などの古めかしくて時代に合わない言葉は使うべきではないというのが、森の立場です。ウクライナだけではなくロシアを含めて、

世界中の国々が仲よくしないと人類はもうこの地球上には生き残れないのです。純粋な気持ちがあるあなた達には、森の悲痛な気持ちが通じると思うのですがいかがでしょうか。（原稿は 2022年 2月 6 日のものです） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 3月 28日 第 36巻 07号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【下】もし中国が下の記事のように、「ルネサンス以降

の数百年に及ぶ西洋による文化や経済の支配に対し

て、東洋ないしアジア的な秩序や価値観を求めて、西

洋先進国中心の今の世界に挑戦しているとしたら、同

じアジア人である日本人は、中華人民共和国を応援し

てもよいのではないでしょうか？いかがですか？もち

ろんこんなことを言うと、アメリカはかんかんに怒り 

ます。しかし日本は独立国です。自由なのです。 

【左】アメリカ合衆国は、中華人民共和国との、台湾海峡をめぐる戦争に備えて、いろいろな戦い方をコンピューターでシミュレーションをしています。その結果は「アメ

リカの連戦連敗」なのです。アメリカは相当焦っています。したがって、今日 2022年 2月 6日のアメリカ合衆国タカ派（＝自国優先の軍国主義者）のボルトン氏が「日本も

核武装をする必要がある」との主張をしています。これに呼応して、安倍元総理や日本維新の会の橋下徹氏は「核の共有」を口にするようになっています。もしこのような

危険な思想に引きずられてもし日本が核武装をするようなことになれば、日本はあっという間に世界地図から消えてしまいます。アメリカ合衆国の国益に従うような愚かな

ことをしないで、日本を守るのです。アメリカよりもまず日本を守るのです。そのためには中国との友好関係を維持する以外に方法はないのです。それ以上驚いたのは、こ 

のようなまともな記事を載せる「西日本新聞の記者たちの勇気」です。テレビも新聞もなかなか本音を語らないものなのです。拍手喝采したいと思います。あなた達も「日本

の国益＝あなた達の未来の幸せ」を考えてみませんか。難解な話なのですが、小学生高学年から中高生には必要な知識なのです。 

※ このＡＳＳＥＴＳの原稿を書いている時には、まだロシアによるウクライナ侵攻は始まっていませんでしたが、このことで台湾をめぐるアメリカと中国の戦争が早まる可

能性も危惧（きぐ=心配）されています。というのは、日本が核兵器を持つ前に中国は台湾を完全に中国の一部にする可能性があるからです。怖いことです。 

【上】上の記事は今年の 2月の新聞記事です。プーチンさんのことをきちがい

みたいに言う人がいますが、的外れです。彼は「アメリカを守るためにヨーロ

ッパにある軍事同盟のＮＡＴＯがウクライナに設置されなければそれだけでよ

い」としか要求していないのです。上の記事はきちんとした日本の「毎日新

聞」の記事です。プーチンさんの要求をアメリカが無視したことが、ウクライ

ナの人たちの悲劇の原因なのです。もちろんプーチンさんにも大きな責任があ

りますが、彼はロシアを守ろうとしただけなのです。日本のテレビだけしか見

ていないあなたたちにはおそらく理解できないと思います。もし日本や欧米の

偏った放送に疑問を感じたら、ＮＨＫ－ＢＳ午前６時ころの中国のＣＣＴＶや

上海「東方衛視」のニュースを見てください。今世界で最もまともな判断をし

ているのは中国なのです。日本やＥＵはアメリカには逆らえないのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上】日本の若者がネットやテレビで「踊った

り歌ったりふざけたりし」「放蕩を繰り返し」

「怠けを繰り返しておどけている」間に、中国

の若者たちは、地道に将来の中華人民共和国を

担える若者として教育を受け実力をつけている 

のです。このままでは日本は中国に負けそうな

気がするのですが、いかがでしょうか？ 

【左上】中国は人口も多く（労働価値説）科学技術もそれなりに発

達していますので、今後ますます発展してゆく可能性があります。

そのようなデータが出たからトランプさんやバイデンさんは「本

気で」中国を潰しにかかっているのです。共存共栄を図ればよいだ

けなのに、アメリカは強欲なのです。もし平和な世界であり続けれ

ば、年収１７００万円の中国で暮らすのも悪くはないのでは。 

【上】 中国では、競争をあおって、成績さえ良ければよいという指導をする学習塾を禁止しています。競争ばかりさせ

て子供たちを教育すると、多くの国民がアメリカ合衆国のように「自分さえ良ければそれでよい」「お金が力である」と

いう人たちばかりになって、社会が分断されて、住みにくい世の中になるという判断をしているのです。つまり中国は、

アメリカのように、お金持ちだけが自由を享受できる不公平な社会を認めないという方針なのです。あなた達は中国のこ

の方針をどう思いますか？ 森ＩＮ志成館は、塾の責任者ですが、この中国の指導方法はとてもまともであると考えてい

ます。お金持ちよりも、優しい思いやりに溢れる人こそが豊かな生活ができる社会の方が住みやすいと考えているので

す。そしてみんなが仲よく芸術やスポーツや趣味を楽しめる社会が望ましいと。このような視点から志成館を見ていただ

けると、志成館の魅力や指導方法の「立派さ」がわかっていただけると思うのですが、いかがでしょうか。（笑）。 

【右】アメリ

カが強欲すぎ

るから、中南

米では、反ア

メリカ合衆国

の国が増えて

いるのです。 

中国の悪口を言う人が多いのですが、そもそも中国は

歴史的に「信義」を重んじる国なので、そんなはずは

ないという、アメリカの雑誌ＮＥＷＳＷＥＥＫの記事

です。自由な記事が書けることがアメリカ魅力です。 

【上】 アメリカ合衆国のイージス艦「プリンストン」へ招待された時の写真です。森はアメリカを悪く

言うことが多いのですが、それはある種のアメリカ愛なのです。あなた達の両親が、あなた達が可愛いか

ら色々とうるさく言うのと同じなのです。森はアメリカに信頼されているから、乗船を許可されたわけで

す。（笑）。また、現在の共和党のアメリカ上院議員で前の駐日アメリカ大使のＷ・ハガティさんの福岡市

での講演会にも出席しています。写真もあります。ちなみにこの時の艦長さんは、上陸と同時に「中洲の

すしバー」に行ったそうです。また、プリンストンの果物やクッキーやコーヒーはとてもおいしかったで

す。とっても甘くてね（笑）。 艦の指令室に入ると、米・中・北朝鮮の軍事関係の緊張度は感じられます 

が、軍人の多くは純朴な人たちなので、殺し合いをしないで仲良くしてほしいと願うばかりです。 


